
    
 核兵器廃絶に向かうひとつのステップ 

 北朝鮮の2回にわたる核実験の強行を受けて、北東アジアでの核兵器をめぐる
緊張が高まっている。しかし、広く世界に目を向けると、5つの非核兵器地帯が
すでに実現している。 

非核兵器地帯とは、 

１）核兵器の開発、所有、製造、配備、実験の禁止  

２）核保有国に地域への核兵器の使用や使用の威嚇の禁止を求める  

３）条約の遵守機構の設置 を地域内の国家間の条約によって約束し、 

  それを国際的に認めさせるというものである。 

 存在する５つの非核兵器地帯の成立の経緯や実情を知ることは、北東アジア
の核の問題を考えるための大きなヒントになるだろう。それについて、解説し
たい。 

 参考書：梅林宏道『非核兵器地帯』（岩波書店、2011年） 
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